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広島大学附属福山中• 高等学校において実施されている教育実習をより充実させるために，社会科と

して，大学と連携をとりながら様々な取り組みをおこなってきた。本稿では，教育実習指導 I・II (現

場における教壇実習）の準備として行われる教育実習指導Bについて，広島大学において教育実習に関

して何が求められているか，そして教育実習生がどのような現状にあるかをふまえ，社会科がどのよう

な取り組みを行っているかを報告する。

1 . はじめに

広島大学では，通常 3年次において教育実習指導 I, 

4年次において教育実習指導IIといういわゆる現場にお

ける教壇実習がおこなわれている（以下，教育実習指導

Iおよび11を，「本実習」と呼ぶ）。また，これら教壇実

習の前段階として教育実習指導Bが設定されている。

教育現場で実習生を指導する我々がいつも感じるの

は，実習生が指導案作りの段階で大きなつまづきを起こ

し，大学で学んできたことを十分に生かし切れない現状

があるということである。そこで，このようなつまづき

を解消するために教育実習指導Bが位置づけられている

とし，ここにおいて我々に何ができるかを考えてきた。

本稿では，広島大学が提示する教育実習の意義・ 目的

をふまえ，実習生を請け負う我々が教育実習指導Bにお

いてどのような取り組みを行っているかを報告する。

2. 教育実習指導Bについて

教育実習指導Bは毎年 6月におこなわれ， 9・1 0月

に実施される中・高等学校教育実習指導 I・IIに備える

ためのものとして位置づけられている。実習生は，教育

実践の現場に赴いて主として観察実習を行い，次のよう

な内容の実習を行うことになっている。

1. 中学校・高等学校教音の全体について説明を閉き，

理解を深める。

2. 中学校・高等学校教脊の実際を観察し，援薬につい

ての理解を深めるとともに，援簗実践の基礎的・墓本

的な能力を養う。

3. 幅広く教脊現編での活動を観察し，教脊者になるた

めの自覚を高める。 1)

教育実習指導Bは，連続した 3日間で行われる。上記

のような内容をここに記されていることは，あくまでも

概略であって，具体的かつ詳細な部分については附属学

校に任されている。各附属学校は，広島大学が求めてい

る教育実習のあり方に従って，様々な取り組みを行って

しヽる。

3 広島大学における教育実習で求められ

ていること

広島大学および附属学校が共同で作成し，教育実習生

必携の手引き書として用いられている，『中・高等学校

教育実習の手引き』から，教育実習において求められて

いることを整理する。

3. 1. 教育実習の意義について

一般に教脊実習の意義は，「理論と実践の統分」，「教

職技術の翌吼，「教脊者精押の涵養」にあると考えられ

ている。教弯実翌は，教職専阿教脊の一那分でありなが

ら，個蒔に教飯教脊の中核として侃置づけられる。その

意味について以下で考えていく。

第 1に，教脊作柑は，理論と実践の不可分の諾びつき

の土に成立しているということである。大学の援業の中

心は，教脊の基礎理論の学翌に尚けられており，教脊現

綴での教弯実翌は，教脊実践の基礎学晋である。教脊実

践を導き，学閥的な基礎を抱供するのは教脊の「理論J

であり，この「理論」は教脊「実践Jによって検訟され，

楠正される。教弯実晋は，大学の教室で学晋した教脊理

論の検証の榛全であり 理論の実践化の楊であると周蒔

に実践を理論化していく契機を挺供する。これは，卒―

学の教室で学智した「理論J を，学生各人が，実地経験

の学晋過程で主体的に屏牌成し，実践を蹄まえてさらに

高い次元の理論を主体的に構成する過程ととらえること

ができる。この点で教弯実翌は，教郎教奇の中も「理

論Jと「実践Jを有媛的に緒びつける綬芸であり，この

丙面の認識と学晋を淮化拡充する上亡彼自の意義を控つ
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